
再評価結果（平成１６年度事業継続箇所）
担 当 課：国道・防災課
担当課長名：中島 威夫

事業名 一般国道４２９号 倉敷～総社バイパス 事業 一般国道 事業 岡山県
くらしき そうじゃ

区分 主体

起終点 自：岡山県倉敷市西坂 延長
くらしき にしざか

至：岡山県総社市刑部 ５．８km
そうじゃ おしかべ

事業概要
一般国道４２９号は、岡山県の南北地域を連絡し、沿線地域の産業、経済の発展、地域の振興を担う重
要路線で、岡山県倉敷市を起点とし京都府福知山市に至る実延長約２２２㎞の幹線道路である。倉敷～総
社バイパスは、倉敷市から総社市の交通渋滞の解消と交通の安全確保を目的とした、岡山県倉敷市から同
県総社市に至る延長約５．８㎞の道路である。
Ｓ６３年度事業化 Ｓ６３年度都市計画決定 Ｓ６３年度用地着手 Ｈ３年度工事着手

（Ｈ１４年度変更）
全体事業費 約１０７億円 事業進捗率 ６５％ 供用済延長 ３．２km
計画交通量 ２２，８００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．２ ３８ /１３０ 億円 １０３ /１４９ 億円 平成１５年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 98 /144 億円事 業 費： 34/123
億円 走行費用減少便益： 4 / 4 億円(残事業) ２．７ 維持管理費： 4/ 7
交通事故減少便益： 1 / 1 億円

感度分析の結果 残事業（事業全体）について感度分析を実施
交通量変動 ：B/C=3.0(1.3)(交通量+10%) B/C=2.5(1.0)(交通量-10%)
事業費変動 ：B/C=2.5(1.1)(事業費+10%) B/C=3.0(1.2)(事業費-10%)

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（倉敷市～岡山空港へのアクセスが改善される）
・安全で安心できるくらしの確保（三次医療施設の川崎医科大学付属病院へのアクセスが改善される）

他９項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
一般国道４２９号倉敷～総社バイパスは、地域交流の促進、交通混雑の緩和等に重要な役割を果たすこ
とが期待されており、倉敷市をはじめとする関係４市８町６村の首長により構成される国道４２９号道路
整備促進期成会より早期整備の要望（平成１５年７月１日）を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・平成８年１０月に岡山空港地域が輸入促進地域（ＦＡＺ）に指定された。
・平成５年１２月に山陽自動車道の県内全区間、平成９年３月に中国横断自動車道（岡山米子線）総社Ｉ
Ｃ～北房ＪＣＴが供用し、当該区間の交通量が増加した （S63 9,813台/12h → H11 19,521台/12h）。
事業の進捗状況、残事業の内容等
これまで順次部分供用（暫定含）を図ってきたが、平成１５年度末には倉敷市・山手村境付近から一般
国道１８０号（現道）までの区間について連続して完成供用する予定であり、倉敷市工区を残す状況とな
っている。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
用地買収に際し、一部地権者の単価等の不満により交渉が難航し妥結までに長期間を要した。また、当
該地区は金井戸・三須遺跡等多数の遺跡があり、用地買収との関係もあって遺跡調査に長期間を要した。
これまで順次部分供用を図ってきたところであり、残る区間の早期供用に向け事業の促進を図る。
施設の構造や工法の変更等
事業区間のうち、倉敷市工区について、平成１４年度に防災、自然環境保護等の観点から都市計画決定
の変更がなされ、ルートの一部が変更となった。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

至　倉敷市

再評価実施箇所
倉敷～総社バイパス　L=5 .8km
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岡山空港

水島港 倉敷～総社バイパス
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